テレビのCMと音楽 : 『資生堂宣伝史』を中心に by 安原 雅之






















は、VHS のビデオテープが２本収められており、そこには 1960 年から 1991







































　『資生堂宣伝史』に含まれる 1960 年から 1991 年までの間に放送された
CMを、次の４つのカテゴリーに分けて考察する：（１）初期 1960 年～ 1978
年、（２）セルジュ・ルタンス篇、（３）タイアップの時代、（４）1980 年代末。
（１）初期の CM








62 年にかけて放送された 60 秒の CMで、BGMとして流れる 60 秒の曲が書
き下ろされている。いずれも、室内オーケストラ風の編成の曲である。「ハープ」
と題される “ ドルックスオーデコロン ” のための CMの音楽は、ハープの独奏
を含む優雅な楽曲であり、“ キャンディートーン口紅 ” や、若き吉永小百合を
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馳せた人物であるが、初期の資生堂のCM音楽を担当していたことは興味深い。
團伊玖磨が作曲した “ プリオール化粧品 ” の音楽（1962 年）は、ハープ独奏
とオーケストラのための 60秒の作品であるが、彼はオペラ《夕鶴》（1952 年）
の作曲家として当時すでに有名になっていた。また、当時資生堂は “パール歯














エジー・舞台」と題される “ インウイ ” の CMは 95 秒の尺で、まず、映画の
テロップのようにタイトルの字幕が 2秒ほど流れたあと、豪華な衣装をまとっ
た女性が、金属の彫刻のような鏡台に向って化粧を整える場面が映り、背景
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〈弦・打楽器とチェレスタのための音楽〉から第３楽章のアダージョ（バルトー





















































堀内孝雄の〈君のひとみは 10000 ボルト〉（1978 年、ベネフィークグレイシィ）
などがある。
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思いがけない Good timing　／　現れた人は Good looking
巻き込まれそうな今度こそは　／　それならそれで I’m ready for love


























　『資生堂宣伝史』に収録されている CMのなかでは、1986 年から 15 秒の
CMが作られるようになり、次第に 15秒が標準的な尺となっていく。それと
同時に、CMとイメージソングのタイアップは姿を消していく。歌のタイアッ
プ自体は続いていくのだが、提携の対象は CMではなくなり、テレビのドラマ
やアニメなどに移行していき、CMの音楽制作については、次第に、CM音楽
の企画制作を専門とする会社が担当するケースが目立つようになっていく。
おわりに
　資生堂の CMを４つの区分にわけて考察すると、傾向が大きく変化してきこ
とが明らかとなった。初期は、60秒の CMが主流で、書き下ろしの音楽が使
われていた。1980 年代に展開されたセルジュ・ルタンス篇では、名曲の数々
が使われて、映画の一場面のような CMが制作された。また、1970 年代末か
らは、イメージソングのタイアップが中心となり、1980 年代後半以降になる
と、CMの長さも 15秒が中心となり、タイアップは減少していった。時代の
変化にともなって、CMの音楽も大きく変化してきたのである。
[注 ]
１　本稿は、筆者が名古屋大学教養教育院で 2015 年度に担当した授業〈音楽芸術論〉で取り
上げた 10のトピックのひとつである「音楽と CM」の内容の一部をまとめたものである。
２　制作スタッフ一覧には、次のスタッフの氏名が全て記載されている：チーフアートディレ
クター、クリエーティブディレクター、プランナー、コピーライター、ディレクター、カ
メラマン、ミュージック、タレント、ナレーター、ヘアメーク、プロダクション、プロデュー
サー。
３　「1979~1981 年：キャンペーンの精術と新しい価値観の登場」『資生堂宣伝史』「総合篇
（1979-1991）」10ページ所収。
